
狂

雲

集

と

続

狂

雲

詩

集

-
-
・
蝣
ォ
　
日
　
集
　
と
　
詩
　
蝣
蝣
t
-

中

環

l

た
と
え
ば
'
「
室
町
文
学
史
」
　
(
宕
搾
弟
則
著
)
に
は
「
狂
折
叫
袋
二
巻
'

統
狂
雲
集
一
巻
は
一
休
一
代
の
碩
偶
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
「
中
付
文
芋
川
-
4
」
(
f
」
末
技
班
i
」
)
に
も
「
y
-
-
]
J
-
蝣
(
・
蝣
蝣
こ
　
蝣
t
r
-
:
f
.
汀
即
.
ぺ
2
J
!

に
そ
の
項
侃
・
詩
文
を
み
せ
て
お
り
-
・
・
・
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
'

柁
j
U
は
'
㍍
柁
i
r
l
i
'
f
i
m
r
l
<
-
J
　
　
　
霜
f
'
J
J
し
て
-
"
j
-
-
:
よ
る
見
方
-
i
V
t
ご
-
日
照

に
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
群
書
類
従
に
も
明
ら
か
な
ど
と

-
、
統
の
ほ
う
は
、
紀
狂
雲
詩
環
と
な
っ
て
お
り
'
更
に
へ
内
田
文
位
抜
本
に

は
'
続
に
あ
た
る
部
分
は
'
狂
芸
詩
倍
.
R
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
ゝ

に
'
い
わ
ゆ
る
続
は
'
一
休
の
詩
を
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
'
ど
-
自

然
に
坦
解
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
'
一
方
'
狂
雲
集
の
ほ
う
は
、

何
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
か
t
と
い
-
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
'
こ
れ
は
、
一

休
の
碩
偏
を
中
心
に
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。

私
は
'
こ
こ
で
、
こ
の
二
点
を
'
今
は
'
「
東
海
一
休
和
備
年
譜
」
の
記
述

や
、
作
品
の
詞
臼
へ
　
そ
れ
に
'
諸
本
を
-
ら
べ
み
る
等
の
方
法
に
よ
っ
て
た
し

か
め
た
い
。

狂
雲
環
の
諸
本
に
は
'
酬
恩
庵
蔵
本
・
真
珠
臆
秘
本
・
沖
森
直
三
郎
氏
蔵
本

(
文
明
四
年
輿
召
)
・
蓬
左
文
圧
戎
本
(
文
包
一
二
年
輿
望
)
・
内
閣
文
位
蔵
本

・
成
賢
聖
文
障
蔵
本
・
買
永
十
九
年
板
木
・
群
書
類
従
本
な
ど
が
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
続
狂
I
S
琵
の
ほ
う
は
'
内
閣
文
位
蔵
本
・
群
容
拭
従
本
な
ど
が
あ
る
O
こ

の
う
ち
'
成
蟹
望
文
位
蔵
本
は
未
見
の
た
め
'
こ
ゝ
で
は
一
応
の
ぞ
い
て
考
賀

し
た
い
。

l

狂
雲
集
の
表
題
は
'
諸
本
を
通
じ
て
'
狂
雲
債
六
で
あ
る
が
、
一
方
'
い
わ
ゆ

る
統
狂
雲
錨
の
ほ
-
は
'
群
容
拭
従
本
に
は
'
続
狂
雲
詩
集
と
あ
り
'
内
閣
文

障
蔵
本
で
は
'
単
に
狂
雲
詩
実
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
'
い

わ
ゆ
る
統
狂
雲
負
は
詩
集
と
し
て
理
解
し
、
そ
し
て
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
続
狂
雲

代
i
-
'
-
i
J
K
B
S
J
J
は
へ
そ
の
性
.
J
f
に
H
苅
0
-
」
'
?
も
の
と
し
て
e
r
^
丁
る
こ
と

v
<
*
き
わ
め
て
自
然
で
i
f
.
.
ち
-
と
思
わ
れ
る
。
訂
{
v
J
J
往
事
の
紀
u
J
"
"
!
f
l
t

v
i
Z
x
i
f
t
m
錨
が
'

単
に
'
狂
雲
集
に
続
-
も
の
で
あ
れ
ば
、
涜
狂
雲
集
と
記
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
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で
あ
ろ
-
。
そ
し
て
ま
た
、
内
閣
文
琵
蔵
本
に
、
一
方
を
狂
雲
集
と
し
'
一
方

を
狂
t
;
.
!
i
詩
蔓
と
し
て
い
る
点
は
'
よ
り
明
柘
に
二
者
の
性
柏
の
差
異
を
示
し
て

い
る
も
の
と
　
　
れ
よ
う
。
〔
こ
れ
T
^
-
'
V
t
　
い
わ
ゆ
る
　
相
中
昌
2
a
-
>
,
r
 
i
"
-
1
-
-
v
u
托
…
-
:
i

S
;
i
-
r
'
ア
ユ
_
‥
t
 
m
J
,
>
.
V
謂
i
r
.
J
-
i
記
丁
)

二

さ
て
、
今
、
>
-
J
:
'
鷺
　
1
-
托
甲
S
i
i
'
i
i
^
c
-
j
も
i
i
n
^
z
m
v
)
の
t
 
r
E
H
か
ら
判

明
す
る
詣
・
項
お
よ
び
侃
・
斑
等
の
数
を
あ
げ
る
と
'
次
の
ど
と
く
で
あ
る
。

詩
　
　
現
お
よ
び
侃
　
　
賛
　
　
　
蹄
詩

m
t
i
　
訂
所
謂
小
i
-
T
-
也
　
r
-
r
i
-
T
j
写
　
日
比
　
　
　
　
　
　
叫
S
-
f
i
H
E
l
也

今
街
坊
之
問
　
十
家
四
五
娼
磁
也
　
洋
風
之
盛
　
幾
乎
亡
悶
　
呼
関
碓
之

狂
雲
集

続
狂
雲
詩
蛮

こ
の
'
数
の
か
た
よ
り
は
'
狂
I
S
窯
が
'
項
侶
質
を
中
心
に
倍
冨
た
も
の
'
抗

狂
l
i
l
t
詩
票
は
、
r
詩
を
中
心
に
集
め
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
ゆ
る
す
よ

・
T
に
思
わ
れ
る
。
(
F
.
叫
"
.
I
"
∴
中
の
I
'
1
-
'
'
-
蝣
i
U
J
蝣
'
'
i
S
・
1
一
r
-
C
-
C
l
i
T
お
L
i
f
j
m
に
つ
い

て
は
、
後
に
、
こ
ま
か
-
み
て
ゆ
く
)
し
か
し
'
も
ち
ろ
ん
、
狂
雲
賃
等
の
中
に

お
い
て
'
詩
と
'
項
お
よ
び
偶
な
ど
の
文
字
を
区
別
し
て
用
い
て
い
な
い
と
す

れ
ば
'
こ
ゝ
に
み
た
数
字
も
、
そ
し
て
ま
た
へ
続
狂
雲
詩
集
あ
る
い
は
狂
雲
詩

票
の
宗
問
も
ヘ
音
妹
の
少
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

≡

こ
-
>
蝣
-
.
-
E
'
.
.
-
J
て
は
t
 
i
-
'
Q
'
,
」
と
ユ
?
>
z
¥
㌫
門
音
・
の
P
K
V
"
∴
江
目
さ
れ
る
O

堕
L
昔
有
紅
閥
古
洞
両
虎
　
日
地
獄
　
日
加
世
　
又
安
衆
坊
之
口
　
南
西

詩
　
可
恕
平
栽

「
∴

注
1

2
7
.
 
-
3
同
I
P
半
m
<
下
T
,
I

人
'
l
^
V
*
-
1
斗
こ
'
牀
蝣
付
点

又

2
7
G
*
Z
J
J
.
T
2
帖
一
口
※
.
i

栄
符
徒
似
作
家
洪

∵

t

‥

2
7
7
」
?
‥
F
?
r
;
E
I
K
亡
愁
.

随
例
宮
娩
主
恩
夕

下
足
*
;
-
ォ
'
i
」
:
3
.
¥
一
二
詩
H
討
芯
こ
云

G
t
t
:
;
/
S
十
字
一
・
7

日
;
:
*
i
ド
一
'
d
W
i
.
 
'
.
^

邪
法
此
叫
f
-
-
*
-
-
t
-
1
+

代
仙
i
j
」
:
2
一

p
v
'
r
^
j
?
叫
V
.
 
'
-
V
.
T
Z

ni'T,化-*-:*t'Tl:"'汁・f
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を
施
し
た
「
紋
-
'
-
I
.
.
.
-
詣
V
:
二
三
」
0
」
-
.
'
p
は
、
t
-
1
,
.
4
」
'
-
}
{
蝣
・
J
l
r
i
v
-
g
-
J
.
y

本
に
は
、
こ
ゝ
に
あ
げ
た
ど
と
-
区
切
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
諸
本

で
は
、
す
べ
て
、
詩
と
以
の
文
字
を
続
け
て
記
し
て
お
り
、
訓
点
の
旅
さ
れ
て
い

シ

ユ

ノ

　

ヲ

　

　

サ

　

ス

ト

ヲ

る
S
!
i
;
㍊
照
代
x
c
.
y
f
球
伯
ぺ
Y
r
r
l
V
で
は
「
r
a
n
　
二
S
i
i
一
　
　
　
代
レ
l
l

フ
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
-
、
こ
の
読
み
方
が
'
本
の
性
柘
か
ら
言
っ

て
も
正
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
ゝ
に
み
ら
れ
る
ご
と
-
'
「
二
偶
を
述
し
て

一
詣
以
て
之
を
詠
歌
す
」
と
い
う
言
琵
づ
か
い
の
中
に
は
、
た
し
か
に
'
詩
と

侶
ま
た
は
項
と
を
へ
芸
識
的
に
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
見
う
る
の
で
あ
る
。

(
詞
書
の
中
に
偶
と
あ
り
な
が
ら
へ
作
品
に
は
'
「
項
目
」
と
記
さ
れ
て
い
る

点
は
、
ど
-
い
-
串
情
か
ら
か
わ
か
ら
な
い
が
、
酬
恩
庵
戯
末
に
は
'
2
7
5



2
7
6
両
作
品
の
左
に
「
右
偶
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
本
で
は
'
2
7
7
の
左

に
「
右
詩
」
と
記
し
て
い
る
。
)
か
か
る
点
か
ら
み
る
時
へ
先
に
あ
げ
た
'
狂

叫
f
'
r
.
-
'
?
.
㌣
　
雷
一
'
-
H
-
9
'
「
㌍
　
り
み
た
i
>
J
-
i
 
j
T
J
お
上
　
　
　
の
相
対
数

も
'
十
分
な
苦
心
味
を
も
っ
て
-
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
-
。
そ
し
て

ま
た
へ
か
ゝ
る
意
識
か
ら
す
れ
ば
'
一
休
当
時
へ
狂
雲
藁
と
同
じ
-
、
統
狂
雲

-
c
i

j
U
-
j
.
-
-
二
八
.
い
ほ
叩
z
A
r
,
i
*
.
,
r
-
)
-
ト
存
正
し
て
い
た
な
ら
.
 
'
そ
り
小
台
u
C
か
L
I
-
は
'
正

に
へ
　
た
し
か
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

a

次
に
へ
　
「
東
海
一
休
和
倍
年
冨
」
中
の
'
そ
の
記
述
か
ら
、
詩
・
碩
お
よ
び

侶
・
賢
と
判
明
す
る
作
品
が
、
狂
雲
倍
試
・
続
狂
雲
詩
集
の
い
ず
れ
に
は
い
っ
て

い
る
か
を
見
て
み
た
い
。

応
永
十
五
年
の
条
に
'
次
の
如
き
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

に
永
十
V
"
1
u
-
穴
子
　
m
叩
十
五
蝣
蝣
蝣
-
蝣
!
-
i
f
廿
i
'
4
t
3
花
U
V
i
　
的
矢
人
口

こ
の
事
衣
宿
花
之
詩
は
'
年
話
中
で
'
そ
の
記
述
か
ら
'
明
ら
か
に
詩
と
判
明

す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
が
へ
　
こ
の
作
品
は
、
統
狂
雲
詩
集
(
狂
昌
詩
集
)
中

に
'
次
の
ど
と
-
は
い
っ
て
い
る
。

春
衣
椙
花
関
慧
舎
‡
歪

i
2
(
i
)

涜
1
3
4
吟
行
客
袖
幾
詩
階
　
閑
話
百
花
天
地
桁

柁
上
市
a
-
=
r
e
&
　
叫
!
^
r
-
t
>
川

応
永
十
一
二
年
の
条
に
は
、

◆

-
¥
j
-
.
'
;
<
十
三
;
蝣
/
-
-
^
r
蛇
　
　
斗
十
三
　
　
　
　
a
-
'
:
i
門
春
草
　
も
訂
思
'
-
・
」
;
に

茸
方
決
之
句
　
間
者
吹
眼

と
あ
る
。
こ
ゝ
に
'
「
詠
ず
」
と
あ
る
が
'
こ
れ
は
へ
　
先
に
あ
げ
た
「
二
偶
を

辻
し
て
一
S
サ
A
て
蝣
r
K
-
j
」
芯
T
」
と
い
う
記
蝣
'
.
'
X
か
　
㌢
人
t
か
つ
-
)
:
<
た
t
 
F
i
.
い
,
:
¥

環
に
も
年
譜
に
も
、
甥
や
偶
や
斑
を
'
詠
ず
'
或
い
は
へ
詠
歌
す
と
い
う
こ
と

ば
で
受
け
て
い
る
例
の
な
い
こ
と
を
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
'
詩
を
う
け
る
こ
と

ば
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
o
　
「
長
門
辞
草
を
詠

ず
」
と
あ
る
点
は
へ
　
こ
の
作
品
を
'
詩
と
註
試
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
O
　
こ
れ
も
ま
た
、
続
狂
堅
I
f
U
l
霞
k
'
(
狂
雲
詩
賃
)
に
は
い
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

r
J
.
門
」
#

l
i
i
i
W
J
~
荒
　
　
文
人
蝣
&
　
i
S
s
-
i
:
㌫
:
.
㍍
士
=
^
s

栄
掠
悲
獄
目
前
事
　
君
恩
校
旗
茸
方
た

こ
の
よ
-
に
'
年
詔
中
に
お
い
て
'
そ
の
記
述
か
ら
詩
と
判
断
せ
ら
れ
る
唯
二

C
.
r
作
ォ
」
'
と
-
.
-
P
i
'
:
?
汀
雲
㌫
C
r
 
C
;
叩
-
i
'
i
^
)
に
-
*
f
t
い
二
し
い
る
l
r
'
1
'
.
'

大
い
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
-
0
(
こ
の
他
に
'
年
詔
中
に
-
か
が
え
る
作
品

注
3

で
'
続
狂
雲
詩
債
K
(
狂
雲
詩
集
)
に
は
い
っ
て
い
る
も
の
は
'
中
秋
虹
小
月
と
包

丁
る
一
首
の
　
で
&
<
3
-
)
年
H
H
a
の
記
　
　
　
吊
叫
,
K
'
r
^
V
-
竺
<
-
i
V
抑
川
」
*
"
.
t
¥
f
,
-

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

蝣

:

)

　

∵

　

　

　

　

　

　

い

*

"

,

い

∵

を
の
ぞ
い
て
'
二
十
余
首
あ
る
が
'
こ
れ
等
は
す
べ
て
へ
狂
雲
鷺
に
は
い
っ
て

い
る
の
で
あ
る
O
そ
の
一
例
を
元
す
と
'
次
の
ご
と
-
で
あ
る
。

Hi*



応
永
八
年
丙
辰
師
哉
四
十
一
二
歳
是
年
了
開
山
図
師
百
年
遠
忌

v
z
-
;
^
-
r
.
'
r
.
描
.
L
一
女
子
猫
而
随
'
・
'
r
f
的
-
蝣
:
¥
Z
Z
I
T
"

・l
f
=
斉
代

v
"
:
r
:
師
化
巳
」
?
:
蝣
:
P
-
」
;
い
叫
V
'
-
L
W
l
/
千
m
㌻
句

こ
こ
に
へ
「
祖
師
遷
化
」
と
あ
る
の
は
'
狂
雲
責
中
の
次
の
作
品
を
さ
し

て
い
i
r
<
"

大
農
闘
師
百
年
忌

㌧
・
;
r
,
r
-
;
尭
H
r
m
半
文
的
T
C
)
I
H
5
i
;
'
ノ

祖
師
遷
化
巳
百
敢
空
拝
婆
年
鎮
子
甜

又
年
書
中
の
応
永
十
二
年
の
条
を
み
る
と
次
の
如
-
で
あ
る
。

応
永
十
二
年
庚
申
師
年
E
I
十
七
歳
六
月
二
十
日
徒
門
老
謁
師
入
住
如
音

響
三
十
九
日
一
侶
題
較
割
宋
以
貼
奄
撃

こ
こ
に
'
「
一
間
芯
校
割
未
」
と
あ
る
の
は
'
狂
尉
珂
環
中
の
次
の
作
品
を
さ
し

ていt"*題
如
意
巷
校
割
未

7
・
q
H
&
4
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:
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葦
n
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i
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E
i
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*
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J

-

サ

*

'

二

首
あ
る
の
で
あ
る
が
'
こ
れ
ら
が
す
べ
て
'
狂
昌
代
拭
中
に
は
い
っ
て
い
る
点

は
'
「
F
=
衣
f
・
間
花
'
J
f
t
L
 
i
-
 
'
-
f
/
:
?
>
"
…
、
V
'
,
C
>
(
汀
7
;
雲
.
鐙
I
)
に
T
L
t
い
二
し
い
る

こ
と
と
対
比
し
て
'
狂
雲
侶
苗
性
柏
を
'
そ
し
て
ま
た
'
続
狂
雲
詩
環
の
性
柏

を
も
示
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

五

さ
く
へ
^
-
1
…
∴
㌫
∵
j
-
J
u
J
-
f
蝣
・
/
^
i
,
m
∴
(
K
i
^
i
i
r
.
)
C
作
c
g
-
'
J
の
間
に
t
　
へ
-
r
t
た

ど
と
き
関
係
を
有
す
る
年
譜
中
に
お
い
て
'
次
の
ご
と
き
記
述
が
見
出
さ
れ
る

点
は
'
注
目
さ
れ
る
。

応
永
十
三
年
辛
丑
　
師
年
八
十
八
歳
-
　
　
-
　
平
日
所
述
項
古
偶
質
等

1
-
j
V
H
V
J
-
'
f
t
r
t
　
己
'
」
'
人
間
円
」
」
・
・
蝣
蝣

そ
の
・
記
述
か
,
岩
・
刊
叫
丁
る
二
十
人
'
-
)
-
O
E
C
-
R
や
f
-
y
v
t
　
丁
'
へ
て
H
:
:
i
-
.
i
:
-
に
H

い
り
な
T
J
ら
'
「
下
京
f
l
花
之
㌫
」
等
は
抗
t
i
^
j
t
に
・
 
'
(
ド
卒
-
:
?
;
-
:
:
.
 
-
)
ア
は
い

っ
て
い
る
こ
の
年
詔
中
に
'
傍
点
の
ど
と
き
記
述
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て

み
れ
ば
'
狂
雲
票
を
'
こ
の
記
述
ど
お
り
、
「
悶
古
偶
賛
等
」
を
編
し
た
も
の

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
、
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

六

こ
こ
で
t
 
U
W
B
Z
っ
た
か
し
)
B
l
わ
れ
る
、
六
川
山
'
蝣
」
C
 
1
 
W
I
三
-
二
八

一
七
)
と
一
休
の
作
品
を
環
め
た
「
山
林
風
月
賃
」
に
日
を
転
じ
て
み
よ
-
。

こ
の
「
山
林
風
月
t
h
J
」
中
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
一
休
の
作
品
は
'
「
遺
祝
」
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四
十
七
百
を
の
ぞ
い
て
、
二
八
五
百
で
あ
る
が
'
こ
の
う
ち
へ
二
七
九
首
は
紀

・

蝣

蝣

蝣

蝣
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'

蝣

蝣

　

蝣

'

蝣

り
,
あ
と
の
五
首
は
,
こ
の
窯
の
み
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
o
こ
の
-
ち
、
狂

m
宗
試
よ
り
の
二
日
は
'
次
の
作
品
で
あ
る
.

∴

1

　

　

'

　

　

　

"

-

1

　

㌧

‥

買
笠
淡
如
　
勧
詣
捧
持
　
無
悦
干
懐
乎
　
因
作
詩
壮
之

に
・
O
 
T
-
D
門
口
言
　
　
　
　
　
吟
㍑
一
f
-
'
'
1

五
十
年
英
霊
笠
宥
　
悦
棺
今
日
紫
衣
僧

-
.
.
.
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
<
u
l
.
.

も
ほ
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
は
'
奥
出
台
(
文
明
四
年
)
以
後
に
書

き
加
え
ら
れ
た
別
班
の
一
群
中
に
見
出
さ
れ
る
O
一
方
、
こ
の
作
品
は
'
内
閣

V
'
;
'
:
'
:
'
-
　
　
　
-
*
　
・
'
'
1
1
い
・
・
∴
　
　
　
　
∴
-
∴
詛
-
I
M
l

林
風
月
隻
」
に
と
ら
れ
た
の
は
'
狂
雲
集
か
ら
で
は
な
-
て
'
お
そ
ら
く
へ
狂

雲
詩
集
な
い
し
は
へ
こ
れ
と
同
市
統
(
「
山
林
風
月
隻
」
の
み
に
存
す
る
五
首

を
も
含
ん
だ
ど
と
き
)
の
本
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
へ
　
こ

れ
が
'
狂
雲
責
か
ら
と
ら
れ
た
と
す
れ
ば
'
詞
書
に
あ
る
よ
-
に
、
詩
で
あ
る

た
め
か
ら
か
へ
と
も
琴
冬
ら
れ
る
が
'
こ
の
他
の
狂
雲
真
申
の
'
詞
琶
か
ら
う

か
が
え
る
詩
七
首
が
「
山
林
風
月
蛋
」
に
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
'
「
山
林
風

月
集
」
の
二
八
五
首
の
う
ち
二
七
九
首
ま
で
が
'
い
わ
ゆ
る
続
の
方
に
あ
る
こ

と
等
か
ら
琴
芝
'
お
そ
ら
-
は
、
こ
の
作
品
も
、
狂
雲
詩
集
な
い
し
は
こ
れ
と

同
罪
銃
の
本
か
ら
と
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
こ
の
よ
-
に
'
「
山
林
凪

円
.
」
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
'
-
-
>
J
　
二
j
*
　
/
　
-
,
_
'

∴
　
.
.
I
　
∴
　
　
　
　
t
　
　
.
-
-
 
'
.
.
　
・
'
I
-
蝣
蝣
'
∵
∴
こ
　
'

◆

が
,
「
山
林
風
月
蛮
」
の
編
者
に
'
性
桧
の
ち
が
っ
た
も
の
と
し
て
受
け
軍
り

れ
て
い
た
こ
と
を
ボ
し
て
い
る
と
み
ら
れ
よ
-
。
統
狂
雲
詩
集
(
狂
雲
詣
賃
)

が
'
単
に
へ
狂
雲
倍
だ
続
く
も
の
と
し
て
受
け
と
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の

よ
-
に
'
続
狂
宗
詩
琵
(
狂
雲
詩
作
C
か
ら
の
み
作
品
を
ぬ
き
だ
す
こ
と
は
な

い
も
の
と
琴
<
・
・
{
'
蝣
‥
・
れ
蝣
r
t
-
「
R
i
:
こ
C
ニ
:
"
V
.
3
1
i
'
誉
京
口
に
ふ
れ

な
か
二
㌻
」
い
う
こ
J
J
I
t
'
考
÷
‥
れ
な
い
V
-
J
⊥
r
.
f
~
-
.
つ
.
な
'
t
'
ト

(
狂
宴
詩
倍
D
P
は
'
詞
書
に
項
な
い
し
侶
と
あ
る
作
品
が
'
五
首
あ
る
こ
と

は
'
二
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
'
「
山
林
風
月
倍
ご
に
は
'
こ

の
-
ち
四
百
が
は
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
三
百
は
'
項
・
偶
と
い

う
こ
と
げ
を
と
り
の
ぞ
い
て
い
る
。
こ
の
点
は
'
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
に

碩
・
偶
と
い
う
こ
と
ば
を
冠
す
べ
き
で
な
い
と
見
た
と
も
へ
あ
る
い
は
へ
黙
造

作
に
項
・
偶
と
い
-
こ
と
ば
を
は
ず
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
一
応
t

lお
く
と
し
て
'
い
ず
れ
に
し
て
も
'
「
山
林
風
月
倍
u
の
編
者
が
'
続
狂
雲
詩
1

-
.
.
・
・
_
,
.
.
.
;
.
'
・
.
-
.
.
.
.
.
-
-
_
.
-
.
蝣
.
:
蝣
:
.
,
I

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
'
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

七日
士
へ
一
か
・
_
ユ
・
'
0
:
豆
'
'
U
上
っ
て
t
x
l
:
蝣
・
-
/
;
蝣
・
蝣
_
;
む
t
t
r
-
t
'
蝣
-
∵
i
*
'
V
-
-
J
に

質
.
め
た
も
の
も
涜
狂
雲
詩
禁
へ
狂
雲
詩
境
)
を
詩
を
中
心
に
爪
拭
め
た
も
の
と
考
え

た
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
へ
二
に
お
い
て
示
し
た
狂
雲
集
中
の
'
詞
牢
か
ら

判
明
す
る
詩
八
首
へ
続
狂
雲
詩
作
孤
(
狂
f
e
l
l
論
集
)
中
の
、
詞
書
か
ら
判
明
す
る

.
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f
お
よ
び
:
-
:
*
i
'
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-
-
'
-
-
、
i
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t
T
r
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ぶ
け
-
上
告
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蝣
i
;
.
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'
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-
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J
い
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㌦
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ォ
v
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五
十
年
来
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客
　
悦
斬
今
日
紫
衣
僧

:
蝣
'
蝣
:
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-
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半
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i
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-
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本
文
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蝣
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搾
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湘
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-
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a
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I
-
-
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≡
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天
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間
軍
陣
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宕
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歌
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目
　
飛
揚
放
昆
馬
君
雄

因
乱
寄
坊
城
少
聖
口
か

2
9
:
!
7
>
.
代
F
'
絹
小
　
丁
2
　
f
t
丈
小
等
刑
だ
畑
.

英
雄
乱
世
好
風
月
　
長
飼
犬
弓
酬
主
恩

・
'
m
x
N
小
^
t
y
-
f
f
　
　
湘
軍
'
-
F
T
　
巳
L
T
に
&
u
w
　
千
十
r
I

i
m
　
」
;
e
m
f
t
玉
突
　
辛
卯
亡
　
　
」
"
'
]
!
I
^
干
鞘
蝣
-
J
　
関
目
訳
芯

別
記
而
腰
英
　
国
作
小
話
　
述
往
日
間
何
問
之
慎
　
且
記
今
日
采
不
耶

ご-y.¥¥¥

5
5
8
億
昔
茄
閑
居
住
時
　
王
孫
美
中
和
相
恩

v
'
&
e
:
約
即
忘
　
　
c
*
~
i
?
.
※
i
'
:
㌫
c
z
W

さ
て
'
^
E
C
2
:
S
O
の
作
s
^
'
I
G
恩
は
拭
小
t
.
w
-
j
v
-
-
-
:
*
蝣
豊
:
・
・
詣
W
X
V
本

・
内
聞
文
E
・
蔵
本
(
同
じ
内
問
文
撞
蔵
本
の
「
狂
m
r
詩
琵
」
に
は
へ
　
こ
の
2
,
-
0

の
作
品
が
は
い
っ
て
い
る
。
)
の
五
本
に
は
存
在
せ
ず
へ
沖
森
氏
孜
本
・
末
永

板
木
・
群
召
類
従
本
に
あ
る
が
'
沖
森
氏
蔵
本
に
お
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
ど

と
く
'
輿
容
の
文
明
四
年
以
後
に
苔
き
加
え
ら
れ
た
別
繁
の
一
群
中
に
は
い
っ

て
い
る
。
寛
永
板
木
・
群
書
和
従
本
は
、
と
も
に
、
沖
森
氏
蔵
本
を
そ
の
ま
1
受

,
I
.
]
1

け
つ
い
だ
と
考
え
ら
れ
'
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
本
に
'
同
じ
-
2
.
-
.
0
の
作
品
が

は
い
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
が
'
五
木
に

拝
ま
せ
ず
~
し
蝣
i
1
-
*
'
、
E
間
i
/
.
拝
拭
I
∵
ト
お
い
て
は
u
¥
i
"
?
'
;
i
'
?
<
:
:
.
1
-
つ
に
は
い
っ

て
い
る
こ
と
へ
そ
れ
に
'
押
森
氏
蔵
本
に
お
い
て
も
'
別
竿
の
一
群
中
の
も
の
で

あ
る
こ
と
等
を
考
え
合
わ
せ
る
と
'
こ
の
作
品
は
、
あ
る
い
は
、
も
と
/
＼
狂
雲

5
.
中
に
入
る
べ
き
も
の
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
が
、
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言
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-
1
'
J
*
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∵
'
'
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、
∴
・
∵
・
'
,
'
・
"
I

次
に
2
7
7
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
へ
諸
本
す
t
へ
て
に
は
い
っ
て
い
る
。
し

か
し
,
こ
の
作
品
は
'
詞
書
の
と
お
り
、
侶
と
と
も
に
よ
ま
れ
た
一
二
百
二
産
の

一
つ
で
あ
り
,
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
偶
と
切
り
思
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
狂

雲
集
中
に
は
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
-
点
を
注
意
し
た
い
.

更
に
,
2
8
品
ら
2
9
K
の
一
遠
の
五
首
は
、
酬
恩
庵
蔵
本
・
真
珠
庵
蔵
本
南
本

に
お
い
て
、
そ
の
前
後
は
他
の
諸
本
と
全
-
同
様
に
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
ゝ
だ
け
が
ぬ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
酬
恩
庵
接
木
・
真
珠
庵
蔵
本
両
本
の
成

立
時
期
を
詳
し
-
し
え
な
い
現
状
で
は
へ
こ
の
一
道
の
五
首
を
ど
う
み
る
か

は
,
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
が
'
両
本
に
存
在
し
な
い
こ
と
に
意
味
が
あ
る

と
す
れ
ば
,
こ
の
l
違
の
五
首
も
'
狂
雲
真
申
の
他
の
諸
作
品
に
比
L
v
.
特

異
な
性
棺
を
持
つ
も
の
と
み
ら
れ
よ
-
0

こ
の
よ
う
に
,
2
F
.
〇
・
2
8
9
-
2
9
3
の
作
品
が
'
諸
本
に
お
い
て
出
入
が
あ
る

の
は
、
或
い
は
、
一
-
六
で
考
撰
し
た
'
狂
雲
集
　
-
　
蛸
鵬
k
t
(
等
の
蔓
、
と
い

う
こ
と
と
、
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
,
5
8
8
G
作
品
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
'
酬
恩
庵
就
本
・
芸
左
文
旺
蔵

本
両
本
に
存
在
し
な
い
。
し
か
し
こ
の
両
本
に
お
い
て
は
へ
こ
の
前
後
の
作
品

も
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
欠
け
て
い
る
作
品
の
中
に
は
、
偶
の
詞
容
の

あ
る
作
品
も
含
ま
れ
て
お
り
へ
し
た
が
っ
て
へ
5
5
8
の
作
品
は
、
2
3
0
・
2
8
9
-

2
9
3
G
作
品
の
ど
と
く
へ
諸
本
の
出
入
の
上
か
ら
は
'
特
異
な
性
杵
を
も
つ
も

の
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
作
品
は
'
蛮
侍
者
と
の
交
情
を
よ
ん
だ

一
連
の
作
品
の
一
つ
で
あ
る
が
、
森
侍
者
と
の
交
情
を
よ
ん
だ
他
の
作
品
で
'

偶
と
詞
書
の
あ
る
も
の
と
'
内
容
的
に
似
通
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
点
は
'

残
る
問
題
点
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

こ
の
5
5
8
G
作
品
が
、
2
F
.
〇
・
2
8
9
-
2
9
3
Q
作
品
と
は
異
な
り
へ
此
校
的
安
定
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小
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*
'
・
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∵
二
∴
蝣
・
"
・
'
"
-
f
v
∵
-
、
%
'
.
'
-
'

含
ん
で
ゆ
く
と
い
う
性
格
聖
試
す
の
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
は
'
諸
本
の
成
立
・
性
格
等
を
甲
り
か
に
し
た
上
で
、
改
め
て
考
察
す

べ
き
で
も
>
c
^
-

い
.
'
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‥
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蝣
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'
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:
'
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:
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:
∵
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晶
を
記
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管
者
書
生
之
繁
也
器
椋
朴
質
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金
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r
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i
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凡
悠
1
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E
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是
不
可
不
項
也
脱
子
之
所
執
亦
不
O
S

4
E
無
感
也
等
曾
司
大
紋
々

・
I
v
.
-
N
は
今
不
当
也
自
今
訂
代
思
円
作
一
:
-
-
^
-
K
C
S
i
,
-
i
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瀧

能
n
u
'
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:
*
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Z
-
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残
秋
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続
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終
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約
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発
車
一
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清
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p
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雲
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円
悟
大
師
住
雲
居
　
時
有
老
姐
　
来
日
西
萄
　
富
子
専
門
外
　
惇
以

I
 
l
:
t
3
-
f
J
口

統
)
6
0
三
十
年
前
共
一
頭

耐
,
t
v
&
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'
j
l
㍑
-
i
f
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l
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恩
愛
一
子
不
能
断

一
門
蝣
;
蝣
>
j
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-
*
~
&
・
蝣
蝣
>
-

君
庄
買
今
我
底
柔

王
小
女
児
(
内
)

人
^
r
t
n
i
-
□
王
w
.
氾
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こ
-
・
-
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'
.
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'
*
・
　
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
　
　
(
.
v
:
　
　
　
こ

と
も
に
へ
は
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
'
こ
の
う
ち
統
1
3
2
　
続
-
3
3
の
二
百
は
'

叫
　
　
　
　
　
　
　
∴
　
　
一
<
　
j
-
r
て
い
'
・
.
'
,
*
 
'
-
 
'
-
-
*
*
 
"
*
'
I
J
'
-
1
-
 
'
い
・

あ
る
い
は
'
続
1
3
2
　
統
)
3
3
が
餌
で
あ
る
た
め
に
'
迄
左
文
駈
蔵
本
で
は
'
わ

ざ
わ
ざ
狂
雲
霞
に
入
れ
た
と
も
琴
与
ら
れ
る
.
だ
が
、
他
の
二
首
が
'
迄
左
文

花
挿
木
を
ほ
じ
や
狂
K
A
賃
の
諸
本
に
見
出
さ
れ
ず
,
こ
の
統
狂
甲
冨
環
(
狂

雲
詩
繋
)
の
み
に
見
出
さ
れ
る
点
は
'
続
狂
雲
詩
莞
(
狂
雲
詩
萱
)
が
基
本
的

に
は
詩
賃
で
あ
り
な
が
ら
も
へ
何
ら
か
の
事
情
で
'
項
や
掲
を
も
含
ん
で
ゆ
-

と
い
-
性
路
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
も
琴
ズ
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
へ
　
1
3
2
・
1
3
3
・
2
5
4
一
二
首
の
詞
謡
(
表
題
)
の
下
に
付
さ
れ

∴
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で
記
さ
れ
て
い
る
o
お
そ
ら
く
写
本
で
あ
る
内
閣
文
埴
献
本
の
'
こ
の
記
述

法
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
.
と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
述
没
は
'
た
と
え
ば
次
に
示

す
よ
う
に
'
注
記
を
表
わ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
O

育
衣
椙
花
E
T
娼
‥
蝣
-
?
*
<
:
-
子
十
芸

儒
】
m

競
1
3
4
吟
行
窄
袖
粍
詩
吟
-
・
・
以
下
堕
-
-
(
前
出
)

か
(
内
)

°
e
°
°
°
'
°
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*
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'
蝣
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#
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ー
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:
・
桔
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ト
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蝣
I
K
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:
:
-
:
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蝣
∵
ニ
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蝿
.
f
E
H
ほ
一
二
尺
別
芯
f
J
i
"
~
J
l
、
.
汁
.
'
'
蝣
1
人
弓

'
-
'
l
L
t
'
I
-
-
∵
‥
・
・
1
に
'
-
2
"
.
-
'
∵
小
-
"
¥
"
∴
∵
・
L

'
・
・
-
"
"
:
・
.
'
;
蝣
・
-
い
t
、
蝣
・
'
.
蝣
蝣
蝣
サ
・
;
蝣
∴
,
‥

)
-
-
-
-
>
.
:
蝣
:
:
>
'

例
は
全
-
な
い
。
統
1
3
2
-
堕
3
3
サ
続
2
5
4
の
三
百
に
の
み
、
掛
と
小
字
で
記
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
ゝ
で
、
狂
㌫
先
の
は
-
を
見
る
と
'
こ
れ
と
は
全
-
対
照

な
v
i
-
Z
~
.
z
f
Z
i
>
:
-

-
-
-
'
し
・
.
・
・
'

.
"
:
'
m
蝣
I
-

下
に
へ
恥
と
か
偶
と
か
か
と
か
記
し
た
例
は
全
-
な
い
の
で
あ
る
。
先
に
あ
げ

た
2
芸
-
2
9
3
の
一
通
の
五
首
に
の
み
,
i
i
S
と
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
へ
狂
雲
集
が
'
項
侶
賛
等
の
倍
等
あ
る
こ
と
'
そ
し
て
ま
た
,
許

は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
み
ら
れ
よ
-
。
狂
誓
境
中
に
お
い
て

は
'
詩
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
へ
詩
と
小
字
で
注
記
さ
れ
た
と
思

-
,
4
*
-
>
;
'
'
・
;
・
"
;
'
.
:
.
"
;
,
-
.
:
.
i
'
.
H
I
蝣
.
蝣
・
蝣
.
、
こ
.
∴

に
'
項
は
例
外
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
-
.
そ
の
た
埠
に
,

:
i
r
-
'
:
.
:
J
∵
I
'
・
I
は
・
∴

し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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一
か
ら
七
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諸
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よ
っ
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へ
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雲
ォ
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へ
街
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と
し
た
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な
お
'
七
に
お
い
て
述
べ
た
、
個
々
の
作
品
の
出
入
等
の
点
は
'
狂
雲
集
・

i
l
t
H
t
n
i
誉
V
(
誓
.
 
J
n
:
〟
.
-
i
)
0
^
立
t
 
S
t
で
り
帖
相
を
テ
O
上
に
'
」
r
'
P
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
'
今
は
'
考
察
が
十
分
で
な
い
。
更
に
考
察
し
'
後
日
発

表
し
た
い
。

t
t
-
在
l
'
1
.
(
~
-
上
に
付
し
た
蝣
-
M
H
は
'
　
∴
早
化
・
f
f
-
c
;
芯
斗
で
あ
る
O
　
こ
れ

l
'
便
宜
上
へ
個
人
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
O
な
お
、
統
狂
雲
詩
蛋
の

ほ
う
は
番
号
の
上
に
続
と
記
し
た
。

注
2
一
休
当
時
へ
続
狂
雲
詩
笠
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
'
は
っ
き
り
わ
か

.
ら
な
い
が
'
続
狂
芸
詩
賃
続
呂
の
作
品
の
あ
と
に
次
の
ど
と
き
記
述
の
あ

る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

一
覧
了
也
　
右
比
外
之
項
詩
不
可
此
隻
也
　
文
明
十
一
年
九
月
二
日

小
品
ま
^
7
F
r
判

「
比
集
」
と
は
'
続
狂
m
詩
窯
を
さ
す
の
か
'
そ
れ
と
も
へ
狂
雲
集
と
続

狂
い
,
'
i
i
s
轟
請
y
;
i
7
2
日
山
の
作
品
と
牟
(
・
^
'
j
-
M
-
つ
な
小
r
-
f
;
あ
っ
た
と
し
て
'

そ
れ
を
さ
す
の
か
'
判
断
で
き
な
い
が
'
少
-
と
も
へ
現
在
み
ら
れ
る
杭

F
i
H
.
葦
昌
,
,
-
>
H
i
*
-
-
-
J
'
こ
上
主
・
い
　
　
「
蝣
f
t
v
註
し
た
こ
と
に
、
認
め
-
る
と

思
わ
れ
る
。

注
3
　
こ
の
中
秋
毎
月
は
へ
そ
の
内
容
か
ら
い
っ
て
'
(
詩
・
項
・
伯
等
の
内

容
に
つ
い
て
は
へ
　
こ
の
小
塙
で
は
'
言
茨
す
る
こ
と
を
さ
け
た
。
)
詩
と

み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
作
品
を
次
に
記
し
て
お
く
。

中
秋
先
月
甲
子
十
七

統
1
6
8
鼻
元
月
只
有
名
明
　
独
坐
閑
吟
対
鏡
覧

天
下
詩
人
断
臨
夕
　
雨
声
一
夜
千
年
惜

注
1
　
買
永
板
木
・
群
書
類
l
従
本
t
は
沖
森
氏
蔵
本
を
受
け
つ
い
だ
と
思
わ
れ
る

125

▲
▼

が
'
作
品
の
配
列
順
序
は
、
ち
が
っ
て
い
る
.
た
と
え
ば
、
2
3
0
の
作
品

は
覧
永
板
木
・
粁
誓
妨
従
本
で
は
'
上
巻
末
の
部
分
に
入
っ
て
い
る
が
'

沖
森
氏
薪
本
で
は
'
巻
末
の
'
別
笠
の
一
群
中
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
t
 
r
-
 
'
O
L
j
う
な
り
ー
1
1
か
ら
・
と
思
T
f
-
c
-
r
一
"
t
J
蝣
=
j
r
¥
'
^
K
'
-
J
一
.
悠
小
で
は
'
什
=
1
0

上
に
'
○
印
を
付
し
た
も
の
と
へ
　
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
が
'
○
印

を
付
し
た
作
品
は
'
毘
永
板
木
・
群
苔
痕
従
本
の
上
に
あ
た
り
'
○
印
の

な
い
作
品
は
'
琵
永
板
木
・
許
諾
緋
従
本
の
下
に
あ
た
る
。
沖
森
氏
献
本

に
お
け
る
巻
末
の
'
別
笠
の
一
群
は
、
○
印
が
付
し
て
あ
り
、
し
た
が
っ

て
へ
毘
永
板
木
・
群
t
f
f
e
従
本
で
は
'
上
の
巻
末
に
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

(
広
島
大
学
大
学
院
学
生
)




